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１．まえがき 

アルカリ骨材反応によるコンクリート構造物の劣化は、

環境条件によっても左右される。本研究では、反応性を有

する粗骨材を使用し、水酸化ナトリウムを適量添加するこ

とにより、アルカリ骨材反応が確実に発生する供試体を作

製し、温度の異なる試験環境下に供試体を設置することよ

り、温度がアルカリ骨材反応の伸展に及ぼす影響について

検討した。また、高温環境下における亜硝酸リチウムによ

る抑制効果の検証も行った。その結果、高温環境下である

ほど、アルカリ骨材反応が早期に発現する傾向が確認され

た。また、高温環境下においても亜硝酸リチウムによる抑

制効果は極めて大きいことが確認された。 

２．実験概要 

２.１使用材料および配合条件 

 本研究で使用した材料品質および配合について示す。 

（１）普通ポルトランドセメント 密度：3.15(g/cm3) 

（２）普通砕砂 密度：2.62(g/cm3) 

反応性粗骨材（岐阜県産 養老チャート） 

密度：2.64(g/cm3) 吸水率：0.74(％) 

（３）水酸化ナトリウム（粒状） 

水酸化ナトリウムは、アルカリ骨材反応を確実に発生さ

せることを目的として、練混水に溶解し水温が室温に低下

した後に用いた。 

（４）亜硝酸リチウム（40%水溶液） 

 一部供試体にアルカリ骨材反応抑制剤として、亜硝酸リ

チウム水溶液をコンクリート練混ぜの際に混入した。 

（５）配合 

本研究の配合条件概略を表－1に示す。 

２.２ 試験方法 

（１）実験工程 

本研究の実験工程を図－1に示す。 

（２）供試体概要 

本研究で作製した供試体種別について、表－2に示す。 

アルカリ骨材反応の伸縮量測定は、角柱供試体 10×10×

40(cm)で行い、圧縮強度試験は円柱供試体φ10×20(cm)で行

った。 

（３）伸縮量測定方法 

アルカリ骨材反応による膨張量の測定は、供試体両側面

に貼付けたコンタクトチップ間の長さ（100mm）変化をコ

ンタクトゲージにより測定した。測定は、コンクリート温

度を20℃の状態にして行った。 

３．試験結果および考察 

本研究では、各温度環境下の供試体個々の結果を平均し

たもので、アルカリ骨材反応を生じるコンクリートの温度

依存性について記す。 
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図－1 実験工程 

表－2 作製供試体種別 

表－1 コンクリートの配合条件
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(１) 温度の相違がアルカリ骨材反応に及ぼす影響 

 図－2は、アルカリ骨材反応による膨張ひずみと各温度

環境下での試験日数とひずみの関係を示したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2 各温度環境下でのアルカリ骨材反応 

①アルカリ骨材反応発現時期に及ぼす影響 

 図－2より、最も早期にアルカリ骨材反応が表れたのは、

80℃熱水環境下であり、初期に著しい膨張が生じ 7 日で

すでに約1400μの膨張量であった。次いで60℃熱水環境

下でアルカリ骨材反応が生じている。80℃熱水環境下に

比べ初期7日の膨張量は小さいが、約300μの膨張量であ

った。40℃霧室環境下では、初期における著しい膨張は

認められないが、初期より緩やかながら膨張傾向が認め

られ、試験材齢 43日で 340μの膨張を示している。試験

材齢50日前後より、高温環境下で認められたような著し

い膨張が生じた。20℃標準養生下では、膨張はわずかで

あった。以上より、本研究範囲内で高温環境下であるほ

どアルカリ骨材反応は早期に発現することが明らかとな

った。 

②アルカリ骨材反応最大膨張量に及ぼす影響 

アルカリ骨材反応による最大膨張量は、現時点までの

研究範囲内で80℃熱水環境下では約2000μ・60℃熱水環

境下では約3000μ・40℃霧室環境下では2600μであった。

上述したように、温度環境下が高温であるほど早期にア

ルカリ骨材反応が起こっているが、80℃熱水環境下での

最大膨張量は、60℃熱水および 40℃霧室環境下での最大

膨張量より小さくなっている。 

③アルカリ骨材反応の膨張速度に及ぼす影響 

80・60℃熱水環境下では初期より、40℃霧室環境下で

は50日前後より大きな膨張が認められた。この時、膨張

速度が最も大きいのは 80℃熱水環境下（約 160μ/日）で

あり、次いで、60℃熱水（約 80μ/日）、40℃霧室環境下

（約50μ/日）であった。しかし、長期にわたって膨張を

継続するのは 40℃霧室環境下であり、約 50 日間であり

60℃熱水環境下の 30日，80℃熱水環境下の 10日と高温

環境下となると大きな膨張継続期間は短くなっている。 

(２)亜硝酸リチウムによるアルカリ骨材反応抑制効果 

 図－5 は、各温度環境下で亜硝酸リチウム混入(モル比

1.0)した場合でのアルカリ骨材反応を示したものである。 

図－5 亜硝酸リチウムによるアルカリ骨材反応抑制効果 

 

図－5より、40℃霧室環境下で、亜硝酸リチウムを混入

した場合では300μ程度の膨張量であったが、抑制剤無混

入では2600μ膨張しており、約90%程度の抑制効果であ

った。60℃熱水環境下の場合、亜硝酸リチウムが無混入

の場合と同様にごく初期に約300μ膨張したが、その後は

ほとんど膨張せず、約 90%の抑制効果であった。80℃熱

水環境下の場合、60℃熱水環境下と同様な傾向で、初期

に約400μ膨張したが、その後ほとんど膨張は認められず、

現時点で70%の抑制効果であった。80℃熱水および60℃

熱水環境下の場合、ごく初期に膨張を生じることがある

が、その後はほとんど膨張していなことより、高温環境

下における亜硝酸リチウムによるアルカリ骨材反応抑制

効果が大きいことが認められた。 

４．結論 

・アルカリ骨材反応が最も早く発現するのは、80℃熱水

環境下であり、温度が低下するにつれて発現時期が遅

くなる。しかし、最大膨張量は80℃熱水環境下に比べ、

60℃熱水・40℃霧室環境下の場合が大きくなった。 

・膨張増大傾向が最も大きいのは 80℃熱水環境下であり

高温環境下であるほど膨張速度は大きくなる。しかし、

膨張が著しく増大する期間が最も短期間な温度環境は、

80℃熱水環境下であり高温環境下となると継続期間は

短くなっている。 

・亜硝酸リチウムを混入した場合、どの温度環境下にお

いてもアルカリ骨材反応抑制効果は極めて大きい。そ

の傾向は、混入量を増大させるほど著しい。 

各温度環境下でのアルカリ骨材反応
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